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■ 平成２９年　第１回臨時会・第２回定例会　開催 ■

　奥久慈を舞台とする「OSJ奥久慈トレイルレース」が
５月28日に開催されます。30Ｋ（約30km）の部では、
毎年約300人の参加者が竜神大吊橋をスタートし、ゴー
ルの大子町袋田温泉間を走破します。
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　　平成２９年度施政方針

議
長
あ
い
さ
つ

つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
７
名
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
福
祉
、
教

育
、
交
通
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

私
ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
議
決
機
関
と
し
て
、
議
会
基
本
条
例
を
遵
守
し
、
議

会
改
革
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の

負
託
に
応
え
、
よ
り
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
な
る
た
め
鋭
意
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

益子　慎哉　議長

平
成
29
年
度
の
「
常
陸
太
田
市
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
に

あ
た
り
議
会
を
代
表
し
て
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
す
る
深
い
ご

理
解
と
市
政
に
対
す
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

２
月
の
臨
時
会
は
２
月
21
日
に
行
い
、
機
初
小
学
校
大
規

模
改
修
建
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
審
議
し
、
ま
た
、
３

月
定
例
会
で
は
、
３
月
２
日
か
ら
17
日
ま
で
の
会
期
で
金
砂

郷
中
学
校
屋
内
運
動
場
整
備
や
認
定
こ
ど
も
園
整
備
、
防
災

用
発
電
装
置
を
含
む
本
庁
舎
改
修
工
事
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

平
成
29
年
度
各
会
計
予
算
や
議
員
提
出
議
案
な
ど
計
34
件
に

第
１
回
臨
時
会
・
第
２
回
定
例
会

施政方針を説明する
大久保太一市長

■
提
案
理
由
説
明
（
要
旨
）

第
１
回
臨
時
会
の
提
出
議
案
は
、
昨
年
12
月
の
第
４�

回
定
例
会
で
補
正
予
算
を
議
決
し
た
機
初
小
学
校
大
規�

模
改
修
建
築
工
事
請
負
契
約
の
１
件
。
機
初
小
学
校

の
外
壁
塗
装
や
屋
上
防
水
工
事
の
ほ
か
、
床
面
の

張
り
替
え
工
事
等
の
内
装
工
事
や
和
式
ト
イ
レ
を
洋

式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
工
事
で
工
事
請
負
契
約
額
は

１
億
９
３
３
２
万
円
で
あ
り
ま
す
。

第
２
回
定
例
会
の
提
出
議
案
は
、
条
例
の
制
定
１

件
、
条
例
の
一
部
改
正
９
件
、
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
２
件
、
市
道
路
線
の
認
定
１
件
、
平
成

28
年
度
補
正
予
算
７
件
、
平
成
29
年
度
当
初
予
算
10

件
で
あ
り
ま
す
。
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
金
砂
郷

中
学
校
屋
内
運
動
場
整
備
や
認
定
こ
ど
も
園
整
備
等

を
含
め
対
前
年
比
1.5
％
増
の
２
２
９
億
８
２
０
０
万

円
。
７
つ
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
及
び
工

業
用
水
道
会
計
を
合
わ
せ
る
と
、
前
年
度
比
で
2.4
％

増
の
４
０
４
億
８
９
５
９
万
６
千
円
と
す
る
も
の�

で
す
。

な
お
、
人
事
案
件
３
件
を
追
加
す
る
予
定
で
す
。

■
市
政
運
営
の
基
本
方
針

平
成
29
年
度
は
、
昨
年
12
月
定
例
会
で
議
決
し
た
第

６
次
総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
。
少
子
化
・
人
口
減

少
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
並
び
に
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
が
３
年
目
と
な
る
大
変
重
要
な
年

で
す
。
第
６
次
総
合
計
画
で
は
、
当
市
が
目
指
す
将
来

像
を
「
幸
せ
を
感
じ
、
暮
ら
し
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち

常
陸
太
田
」
と
し
て
、
将
来
を
見
据
え
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
市
民
生
活
に
直
結
す
る
各
種
施
策
を
よ
り
効

率
的
、
効
果
的
に
進
め
、
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
し
、

当
市
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
作
る
と
と
も
に
、
健
康

寿
命
の
延
伸
等
と
若
い
世
代
の
結
婚
、
出
産
、
子
育
て

の
希
望
を
叶
え
る
環
境
を
実
現
し
、
持
続
可
能
で
自
立

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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平成 29 年

第２回定例会

平成２９年度施政方針　　

■平成29年度予算の概要
　一般会計について、人口減少に歯止めをかけ、持続可能なまちづくりを進めるため、特に少子化・人口減少対
策アクションプランに位置づけられた各種施策に対し予算を配分。予算の規模は、対前年比1.5％増の229億8,200
万円で特別会計、水道事業会計及び工業用水道会計を合わせると前年度比 2.4％増の 404 億 8,959 万６千円とな
ります。

　第６次総合計画基本計画の主な基本目標の事業を紹介します。

平成 29 年度予算
　404 億 8,959 万６千円

― 平成29年度の一般会計主要事業 ―

●東部地区開発促進事業
本庁舎北側国道 349 号バイパス沿道沿いの商業業務系の市街化を図る� ���������� 9,017 万１千円

●コンパクトなまちづくり推進事業
コンパクトなまちづくりによる市街地活性化と持続可能なまちづくりを推進する計画書策定� ���700 万円

●クリエイティブ企業等進出支援事業
クリエイティブ企業等の進出を促進するため、空き家等を活用したシェアオフィス等の整備に要する経費（増
改築費等）に対する支援� ���������������������������������500 万円

基
本
目
標
１

安心して働くことができる仕事の場づくり

●認定こども園整備事業
のぞみ幼稚園を認定こども園へ移行及びすいふ保育園と水府幼稚園を統合した認定こども園を整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　� ���１億 2,038 万１千円

●小規模保育事業開設支援事業
０歳から２歳保育の拡充を図るため、民間業者による小規模保育事業の開設支援� ������� 1,350 万円

●児童発達相談事業
児童の発達障害に関する相談・支援等の窓口を開設� �������������������282 万５千円

基
本
目
標
２

夢を育み健やかに安らかに生きる人づくり

●地域公共交通再編実施事業
昨年の 10 月に市内公共交通網を再編し、更なる利用促進に向けた取り組みを実施������ 1,471 万６千円

●公共施設等再編事業
将来のまちづくりに必要なサービスを確保しながら、公共施設等の再編計画を策定� �������729 万円

●道整備交付金事業
高柿千寿線、大森山根線の改良舗装工事や亀作西真弓線、田渡白羽幹線の補償調査等� ���２億 3,600 万円

基
本
目
標
３

暮らしやすく楽しむことができるまちづくり
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議 案 賛 否 一 覧

議
案
第
11
号

常
陸
太
田
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

文

民

原
案
可
決

議
案
第
12
号

常
陸
太
田
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

文

民

原
案
可
決

議
案
第
13
号

常
陸
太
田
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

産

建

原
案
可
決

議
案
第
14
号

常
陸
太
田
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

産

建

原
案
可
決

議
案
第
15
号

平
成
28
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
に
つ
い
て

総

務

原
案
可
決

議
案
第
16
号

平
成
28
年
度
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

文

民

原
案
可
決

議
案
第
17
号

平
成
28
年
度
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

文

民

原
案
可
決

議
案
第
18
号

平
成
28
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

産

建

原
案
可
決

議
案
第
19
号

平
成
28
年
度
常
陸
太
田
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

産

建

原
案
可
決

議
案
第
20
号

平
成
28
年
度
常
陸
太
田
市
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

産

建

原
案
可
決

議
案
第
21
号

平
成
28
年
度
常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

産

建

原
案
可
決

議
案
第
26
号

平
成
29
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

第
１
回
臨
時
会
・
第
２
回
定
例
会　

議
案
賛
否
一
覧

△
第
２
回
定
例
会
で
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
議
案
▽

議　

案　

名

付
託
委
員
会

議
決
結
果

議
案
第
２
号

常
陸
太
田
市
職
員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の
派
遣
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

総

務

原
案
可
決

議
案
第
３
号

常
陸
太
田
市
表
彰
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総

務

原
案
可
決

議
案
第
４
号

常
陸
太
田
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総

務

原
案
可
決

議
案
第
５
号

常
陸
太
田
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

総

務

原
案
可
決

議
案
第
６
号

常
陸
太
田
市
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総

務

原
案
可
決

議
案
第
７
号

常
陸
太
田
市
東
日
本
大
震
災
被
害
対
策
支
援
金
等
支

給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総

務

原
案
可
決

議
案
第
８
号

常
陸
太
田
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

産

建

原
案
可
決

議
案
第
９
号

常
陸
太
田
市
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

産

建

原
案
可
決

議
案
第
10
号

常
陸
太
田
市
消
防
団
の
定
数
、
任
免
、
給
与
、
服
務

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総

務

原
案
可
決

△
第
１
回
臨
時
会
で
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
議
案
▽

議　

案　

名

付
託
委
員
会

議
決
結
果

議
案
第
１
号

常
陸
太
田
市
立
機
初
小
学
校
大
規
模
改
修
建
築
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
可
決
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議 案 賛 否 一 覧

議
案
第
27
号

平
成
29
年
度
常
陸
太
田
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

議
案
第
28
号

平
成
29
年
度
常
陸
太
田
市
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

議
案
第
29
号

平
成
29
年
度
常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

議
案
第
30
号

平
成
29
年
度
常
陸
太
田
市
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ

い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

議
案
第
32
号

常
陸
太
田
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
33
号

常
陸
太
田
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
34
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
同
意

議
員
提
案

第

１

号

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ
の
加
入
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
可
決

常
陸
太
田
市
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

原
案
可
決

所
管
事
務
調
査
及
び
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

原
案
可
決

△
第
２
回
定
例
会
で
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
▽

議　

案　

名　

付
託

委
員
会

審
査
結
果

宇野　隆子
髙木　　将
黒沢　義久
後藤　　守
川又　照雄
福地　正文
茅根　　猛
成井小太郎
高星　勝幸
深谷　秀峰
菊池　伸也
平山　晶邦
深谷　　渉
木村　郁郎
藤田　謙二
諏訪　一則

議
決
結
果

議
案
第
22
号

平
成
29
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

議
案
第
23
号

平
成
29
年
度
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

議
案
第
24
号

平
成
29
年
度
常
陸
太
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

議
案
第
25
号

平
成
29
年
度
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

議
案
第
31
号

平
成
29
年
度
常
陸
太
田
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

平
成
28
年

請
願
第
５
号

「
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
軽
減
特
例
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る

請
願
（
注
１
）

文

民

不
採
択

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
不
採
択

【
○
：
賛
成　

×
：
反
対　

欠
：
欠
席
】

※
議
長
の
表
決
権
：
過
半
数
議
決
の
場
合
、
議
長
に
は
表
決
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
賛
成
・
反
対
が
同
数
の
場
合
、
可
決
か
否
決
か
決
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
採
決
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
注
１
）
平
成
28
年
請
願
第
５
号
は
、
委
員
会
に
お
い
て
「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
、
本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
の
審
査
の
と
お
り
「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て

採
択
さ
れ
た
た
め
、
請
願
に
賛
成
す
る
議
員
の
賛
否
は
×
と
表
記
さ
れ
ま
す
。
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予算特別委員会を開催
－　平成29年度一般会計・特別会計７件

� 企業会計２件を審査　－

地域子ども活動促進事業の補助対象について

対象団体は子ども会や町会等で、事業対象は環境学習
活動や地域清掃活動等としている。補助金の額につい
ては、年３回以上活動を行った場合に、年額で５万円
を補助するものである。

子育て安心のための夜間診療業務委託料について 

市民からこども夜間診療があることで、大変安心であるという声を聞いている。また、医師会と協
議を行い、診療日数を週３日から４日に増やし、平成 29 年度からは新たに１医療機関が加わる予
定である。

有害鳥獣捕獲実施委託料の増額理由について

従来はくくり罠
わな

を中心に捕獲を実施してきたが、今後については通年捕
獲が可能となる、はこ罠の設置を推進していくため、設置基数を増やす
ものである 。

奥久慈グリーンライン林道の整備状況について

奥久慈グリーンライン林道の武
た

生
きゅう

線の全体計画延長は
10,480ｍで、平成 28 年度の整備延長は 8,488.9ｍとな
り、進捗率は 81％となっている。現在、平成 31 年度
完了を目標に工事を進めている。

予算に関する議案第 22 号から議案第 31 号までを
審査するため、予算特別委員会が３月８日に設置され
ました。
議長を除く 16 名の議員が委員に選任され、３月 14

日と 15 日の２日間にわたり審査が行われ、一般会計
の総額229億 8,200万円、特別会計の総額154億 7,787
万８千円、企業会計の総額 20 億 2,971 万８千円、合
計 404 億 8,959 万６千円について審査いたしました。
一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療

特別会計、介護保険特別会計、工業用水道事業会計に
ついては賛成多数により原案可決すべきものと決定。
その他５会計については、全会一致により原案可決す
べきものと決定しました。

予 算 特 別 委 員 会

地域清掃活動

整備が進む奥久慈グリーンライン

予算特別委員会　委 員 長　高星　勝幸
　　　　　　　　副委員長　福地　正文

答

答

答

答

問

問

問

問

－　主な質疑内容　－
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議 案 質 疑

議
案
質
疑

（
第
１
回
臨
時
会
）

議
案
質
疑

（
第
２
回
定
例
会
）

問　

議
案
第
１
号　

常
陸
太
田
市
立

機
初
小
学
校
大
規
模
改
修
建
築
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て
入
札
参
加
資
格

要
件
と
落
札
率
99
・
58
％
の
結
果
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

問　

議
案
第
２
号　

常
陸
太
田
市
職

員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の
派
遣
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
職
員

の
派
遣
期
間
・
派
遣
先
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

問　

議
案
第
15
号　

平
成
28
年
度
常

陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）
の
保
健
衛
生
使
用
料
が
補
正
増

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
と
瑞

竜
霊
園
の
区
画
が
ど
の
く
ら
い
残
っ

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

問　

議
案
第
22
号　

平
成
29
年
度
常

陸
太
田
市
一
般
会
計
予
算
の
小
中
学

校
普
通
教
室
扇
風
機
設
置
事
業
で
は

教
室
に
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
、
工

事
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

伺
い
た
い
。

答
　
総
務
部
長　

入
札
参
加
資
格
要
件
に

つ
い
て
は
、
２
社
に
よ
る
共
同
企
業
体
で

４
つ
の
要
件
を
設
け
て
い
る
。１
点
目
は
、

市
内
ま
た
は
隣
接
、
隣
々
接
市
町
村
に
本

店
が
あ
る
こ
と
。
２
点
目
は
、
市
内
業
者

ま
た
は
建
設
格
付
が
Ａ
ラ
ン
ク
で
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
市
外
業
者
は
名
簿
に
掲
載
さ

れ
た
建
築
の
総
合
評
定
値
の
Ｐ
点
（
経
営

規
模
・
技
術
力
等
の
点
数
）
が
９
０
０
点

以
上
で
あ
る
こ
と
。
３
点
目
は
、
特
定
建

設
業
の
許
可
が
あ
り
一
級
建
築
士
ま
た
は

一
級
建
築
施
工
管
理
技
士
を
専
任
で
配
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
４
点
目
は
、
過
去
10

年
以
内
に
同
種
工
事
の
経
験
が
あ
る
こ
と

を
条
件
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
落
札
率
の
結
果
と
し
て
は
、
近

年
の
状
況
と
し
て
、
建
設
工
事
現
場
で
作

業
員
や
技
術
者
の
不
足
、
人
件
費
の
上

昇
、
さ
ら
に
は
、
材
料
不
足
な
ど
に
よ
り

資
材
費
も
高
騰
し
て
い
る
た
め
と
考
え
て

い
る
。
近
隣
市
町
村
の
建
築
工
事
の
入
札

に
つ
い
て
も
、
高
い
落
札
率
と
な
っ
て
い

る
も
の
や
入
札
不
調
と
な
っ
た
も
の
が
見

受
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

影
響
を
受
け
て
の
入
札
結
果
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

答
　
総
務
部
長　

市
職
員
の
派
遣
期
間
に

つ
い
て
は
、
法
律
に
規
定
さ
れ
原
則
と
し

て
３
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

任
命
権
者
が
特
に
必
要
と
認
め
る
団
体
及

び
職
員
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
５
年
ま
で

延
長
で
き
る
。

　

派
遣
先
に
つ
い
て
は
、
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
、
市
観
光
物
産
協
会
、
里
美

ふ
る
さ
と
振
興
公
社
の
３
つ
の
団
体
。
派

遣
職
員
数
は
、
法
律
及
び
条
例
上
、
複
数

職
員
の
派
遣
も
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
派
遣
理
由
や
状
況
に
応
じ
て
決
定
し

て
い
き
た
い
。

答
　
市
民
生
活
部
長　

昨
年
の
霊
園
の
販

売
区
画
数
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
現
段
階

で
は
、
瑞
竜
霊
園
で
は
32
区
画
、
町
屋

霊
園
で
１
区
画
、
里
美
地
区
の
大
中
第

二
霊
園
で
１
区
画
、
合
計
し
て
34
区
画

の
使
用
が
決
定
し
１
５
４
３
万
８
千
円

の
収
入
済
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回

１
０
８
０
万
８
千
円
の
補
正
増
と
し
た
。

　

ま
た
、
瑞
竜
霊
園
に
つ
い
て
は
、
３
月

現
在
で
は
10
㎡
の
１
区
画
の
み
が
残
っ
て

い
る
。
今
後
、
区
画
整
備
に
つ
い
て
は
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

答
　
教
育
次
長　

扇
風
機
を
設
置
予
定
の

学
校
は
、
小
学
校
で
既
に
扇
風
機
を
設
置

し
て
い
る
里
美
小
と
平
成
30
年
に
統
合
を

予
定
し
て
い
る
水
府
小
、
山
田
小
を
除
く

10
校
に
。
中
学
校
で
は
、
校
舎
改
築
を
予

定
し
て
い
る
水
府
中
を
除
く
６
校
に
設
置

を
予
定
し
て
い
る
。

　

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
普
通
教
室
全

教
室
を
対
象
に
、
１
教
室
に
つ
い
て
４
台

の
天
井
設
置
型
の
扇
風
機
を
設
置
す
る
も

の
で
あ
る
。
費
用
に
つ
い
て
は
、
扇
風

機
１
台
が
２
万
５
千
円
程
度
の
も
の
を

４
０
０
台
、
中
学
校
に
は
２
４
８
台
予
定

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
工
事
時
期
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
度
か
ら
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う

に
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
工
事
を
発

注
し
、
小
中
学
校
の
夏
休
み
ま
で
に
は
完

了
し
て
い
き
た
い
。

一

般

質

問

　
平
成
29
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
は
一
問
一
答
方
式
で
行
わ
れ
、
７
名
の

議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。（
次
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
）

※
掲
載
内
容
は
一
般
質
問
の
一
部
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。
発
言
の
詳
細
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
市
図
書
館
で
公
開
す
る
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

機初小学校大規模改修工事
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

加
え
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利

用
者
が
増
大
す
る
な
ど
、
通
信
販
売
が

消
費
者
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
買
い
物

の
手
段
と
な
っ
て
き
て
い
る
中
、
特
産

品
等
の
ネ
ッ
ト
販
売
体
制
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。「

同
行
援
護
」
及
び
「
移
動
支

援
」
の
事
業
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
対
象
者
の
基
準
及

び
支
援
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

人
口
減
に
悩
む
地
方
で
は
公

立
高
の
廃
校
が
地
域
消
滅
の

引
き
金
に
な
り
か
ね
な
い
と
、
都
道
府

県
任
せ
に
し
て
き
た
従
来
の
姿
勢
か
ら

一
転
し
、
我
が
ま
ち
の
問
題
と
し
て
捉

え
、
主
体
的
に
魅
力
向
上
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
本
市
の

連
携
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

一 般 質 問

藤田　謙二
議員

諏訪　一則
議員

  【藤田 謙二 議員　質問事項】
●地域産業の振興について
●教育環境の向上について
●地域のにぎわいづくりについて

問１

問２

の
形
態
で
販
売
数
が
延
べ
35
品
に
と
ど

ま
る
な
ど
、
費
用
対
効
果
の
面
か
ら
現

在
は
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
へ
サ
イ
ト
を
移
行
し
運
営
し

て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
通
販
環
境

も
利
用
者
の
利
便
性
に
欠
け
る
な
ど
の

課
題
も
あ
る
た
め
、
平
成
29
年
度
中
に

は
、
そ
の
改
善
に
努
め
、
季
節
の
野
菜

セ
ッ
ト
や
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
な
ど
魅

力
あ
る
商
品
づ
く
り
に
加
え
、
ふ
る
さ

と
納
税
サ
イ
ト
と
の
リ
ン
ク
な
ど
利
用

者
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

ス
、
保
育
や
福
祉
な
ど
の
科
目
を
設
定

予
定
と
伺
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
県
及

び
高
校
に
対
し
て
本
市
の
実
態
や
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
特
色
あ
る
教
育
内
容
を
要

望
し
て
き
た
結
果
と
捉
え
て
い
る
。
さ

ら
に
平
成
29
年
度
に
は
市
長
、副
市
長
、

教
育
長
が
新
校
設
置
推
進
協
議
会
の
構

成
員
と
し
て
、
特
色
あ
る
取
組
や
校
名

候
補
案
な
ど
意
見
交
換
の
場
が
持
た
れ

る
予
定
で
、
そ
の
席
上
、
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
授
業
や
進
路
指
導
の
充
実
、
魅

力
あ
る
部
活
動
の
あ
り
方
等
、
意
見
を

述
べ
て
ま
い
り
た
い
。

農
政
部
長
　
国
の
地
方
創
生

先
行
型
交
付
金
を
活
用
し
、

市
観
光
物
産
協
会
へ
の
委
託
に
よ
り
民

間
大
手
通
販
サ
イ
ト
に
「
逸
品
ひ
た
ち

お
お
た
」
を
開
設
し
た
が
、
全
国
一
律

教
育
長
　
太
田
二
高
と
佐
竹

高
が
統
合
さ
れ
る
新
校
で
は
、

本
市
の
資
源
で
あ
る
歴
史
と
文
化
等
を

体
験
的
に
学
習
し
た
り
、
観
光
ビ
ジ
ネ

問１

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
開
設
に
よ
る
ネ
ッ
ト
販
売
体
制
は

問２

常
陸
太
田
地
区
の
高
校
と
の
更
な
る
連
携
促
進
を

問１

  【諏訪 一則 議員　質問事項】
●視覚障がい者の外出を保障するサービス「同行援護」

について

認
定
が
必
要
と
な
る
。
利
用
者
の
自
己

負
担
は
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
及
び
市

町
村
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
を

除
き
、
原
則
１
割
負
担
で
あ
る
が
、
利

用
者
本
人
と
そ
の
配
偶
者
（
利
用
者
が

18
歳
未
満
の
場
合
は
、
そ
の
保
護
者
の

属
す
る
世
帯
）の
課
税
状
況
に
応
じ
て
、

月
ご
と
の
負
担
上
限
額
が
設
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　
「
移
動
支
援
」
に
つ
い
て
は
、
市
が

行
う
地
域
生
活
支
援
事
業
の
サ
ー
ビ
ス

で
、
障
が
い
の
あ
る
方
並
び
に
自
立
支

援
医
療
（
精
神
通
院
）
の
受
給
者
証
を

持
つ
方
が
利
用
で
き
る
。

　

支
援
内
容
は
社
会
生
活
上
必
要
不
可

欠
な
外
出
や
、
余
暇
活
動
等
の
社
会
参

加
の
た
め
の
外
出
時
に
お
い
て
、
交
通

機
関
の
利
用
補
助
等
、
移
動
に
伴
う
支

援
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
「
同
行
援
護
」
に
含
ま
れ
て
い
る
「
外

出
先
で
の
代
筆
」
や
「
代
読
の
情
報
提

供
」は
、「
移
動
支
援
」に
は
含
ま
れ
な
い
。

利
用
者
の
自
己
負
担
は
、
生
活
保
護
受

給
者
を
除
き
原
則
１
割
負
担
に
な
る
。

出
や
、
余
暇
活
動
等
の
社
会
参
加
の
た

め
の
外
出
に
際
し
、
支
援
従
事
者
が
同

行
し
、
移
動
時
に
必
要
な
情
報
の
提
供

や
援
護
に
加
え
、
外
出
先
に
お
い
て
代

筆
や
代
読
な
ど
の
支
援
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

　

な
お
、
同
行
援
護
を
利
用
す
る
際
に

は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
の

作
成
と
、本
人
へ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
国

が
定
め
る
一
定
以
上
の
障
害
程
度
の
確

認
）
を
行
い
、
身
体
介
護
が
必
要
と
判

断
さ
れ
た
場
合
は
、
障
害
支
援
区
分
の

保
健
福
祉
部
長　
「
同
行
援

護
」
の
対
象
者
は
、
視
覚
障

害
に
よ
り
、
ご
自
身
で
外
出
す
る
際
の

移
動
な
ど
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
方
で

あ
る
。
支
援
内
容
は
、
障
が
い
の
あ
る

方
が
行
政
機
関
等
に
か
か
わ
る
手
続
き

な
ど
、
社
会
生
活
上
必
要
不
可
欠
な
外

答１ 答１

答２

問１

視
覚
障
が
い
者
の
外
出
を
保
障
す
る
サ
ー
ビ
ス「
同
行
援
護
」は



9

本
市
が
作
成
し
た
「
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
で
は
、
40
年
後
の

常
陸
太
田
市
の
人
口
は
１
万
８
２
４
０

人
に
な
る
と
推
計
し
て
い
る
。
水
府
地

区
は
７
７
０
人
、
里
美
地
区
は
８
３
０

人
、
金
砂
郷
地
区
は
３
２
４
０
人
、
常

陸
太
田
地
区
は
１
万
３
４
０
０
人
で
あ

る
。
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
人
口
の
現

状
か
ら
将
来
人
口
の
推
計
を
行
い
、
人

口
や
財
政
推
計
か
ら
人
口
変
化
が
地

域
の
将
来
に
与
え
る
影
響
を
分
析
し

て
「
現
状
の
課
題
整
理
」
と
「
常
陸
太

田
市
が
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
」
等

を
提
示
し
て
お
り
、
こ
の
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
な
ど
を
基
に
「
常
陸
太
田
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
（
案
）」
が
示
さ

れ
て
い
る
。
公
共
施
設
等
管
理
計
画
は

２
０
１
７
年
か
ら
40
年
間
を
対
象
と
す

る
建
物
系
と
イ
ン
フ
ラ
系
施
設
の
公
共

施
設
の
将
来
の
見
通
し
を
市
民
に
提
示

す
る
計
画
で
あ
る
。
そ
こ
で
施
設
の
集

約
や
再
配
置
に
つ
い
て
具
体
的
実
施
計

画
と
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
伺
い 

た
い
。

政
策
企
画
部
長　

計
画
の
目

標
と
し
て
、
市
内
の
公
共
施
設

を
維
持
管
理
し
て
い
く
た
め
に
不
足
が

見
込
ま
れ
る
財
源
約
５
０
０
億
円
の
縮

減
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
目
標
達
成
の

た
め
、
公
共
施
設
再
配
置
の
基
本
的
方

針
を
制
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
既

存
の
ま
ち
づ
く
り
関
連
計
画
内
容
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
公
共
施
設
再
配
置
に
係

る
候
補
地
を
抽
出
し
、
抽
出
結
果
に
公

民
連
携
等
を
含
め
た
市
民
へ
の
サ
ー
ビ

ス
方
法
を
整
理
し
、
今
後
全
庁
で
共
有

本
市
に
お
い
て
、ド
ア
・
ツ
ー
・

ド
ア
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
乗

合
タ
ク
シ
ー
」
が
週
１
回
な
い
し
２

回
、
１
回
３
０
０
円
で
運
行
さ
れ
て
い

る
が
、「
公
共
交
通
空
白
地
」
と
さ
れ

て
い
る
里
美
地
区
で
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

シ
ー
運
行
に
係
る
「
公
共
交
通
空
白

地
」
と
し
て
自
家
用
自
動
車
で
運
行
す

る
有
償
運
送
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
里

美
地
区
で
は
合
併
前
か
ら
運
行
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
本
市
に
お
い
て
は
、
市

内
に
お
け
る
「
公
共
交
通
空
白
地
」
の

解
消
に
努
め
て
お
り
、
現
在
、
国
や
事

業
者
と
の
調
整
に
お
い
て
公
共
交
通
空

白
地
と
認
め
ら
れ
た
水
府
地
区
の
北
部

地
域
（
高
倉
地
区
）
に
お
い
て
「
公
共

交
通
空
白
地
有
償
運
送
」
の
実
施
に
つ

い
て
地
域
住
民
の
方
々
と
準
備
を
進
め

て
い
る
。

政
策
企
画
部
長　
「
乗
合
タ
ク

シ
ー
」
は
、
市
と
タ
ク
シ
ー

事
業
者
が
協
定
し
運
行
し
て
い
る
が
、

採
算
性
等
の
問
題
か
ら
タ
ク
シ
ー
事
業

者
の
運
行
が
難
し
い
地
域
で
は
、
タ
ク

患
者
輸
送
バ
ス
（
み
ど
り
号
）

を
利
用
し
て
い
た
高
齢
者
の
方

か
ら
公
共
交
通
の
再
編
後
、
目
的
施
設
の

バ
ス
停
が
遠
く
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

一 般 質 問

菊池　伸也
議員

平山　晶邦
議員

問１

移
動
手
段
が
公
共
交
通
の
み
の
高
齢
者
の
声
は

問２

公
共
交
通
体
系
の
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
サ
ー
ビ
ス
は

政
策
企
画
部
長
　
今
回
の
再

編
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
モ
ー

ド
が
存
在
し
た
当
市
全
域
に
お
い
て
路

線
バ
ス
に
統
一
し
、
公
共
交
通
の
再
編

を
行
っ
た
全
国
初
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
念
頭
に
運
行

コ
ー
ス
や
運
行
時
間
等
を
決
定
し
、
利
用

答１

答１

者
の
方
々
へ
は
説
明
会
等
を
と
お
し
て
、

十
分
な
周
知
・
説
明
を
行
っ
た
が
、
事
前

の
予
測
が
難
し
い
事
案
が
生
じ
る
こ
と
も

あ
る
。
計
画
の
変
更
は
、
国
の
変
更
認

定
が
必
要
と
な
り
、
認
定
を
受
け
る
た

め
に
は
「
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
」
の
合
意
が
必
要
と
な
る
が
、
バ
ス

停
位
置
や
バ
ス
停
名
の
変
更
と
い
っ
た
軽

微
な
変
更
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
が
、
各

関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
る
こ
と
で
、
協

議
会
で
の
合
意
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
国
と
の
調
整
が
す
ん
で
い
る
の
で
、

事
務
局
の
迅
速
な
対
応
に
努
め
て
い
く
。

  【菊池 伸也 議員　質問事項】
●公共交通について

問１

  【平山 晶邦 議員　質問事項】
●常陸太田市まち・ひと・しごと創生総合戦略について
●常陸太田市公共施設等総合管理計画（案）について

問１

問２

す
る
公
共
施
設
再
配
置
の
基
本
方
針
と

し
て
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

市
民
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、

各
地
区
に
お
い
て
当
計
画
に
係
る
説
明

会
等
を
開
催
し
、
公
共
施
設
の
現
状
や

今
後
の
方
向
性
等
が
市
民
に
的
確
に
伝

わ
る
よ
う
地
区
別
の
立
地
状
況
、
各
地

区
の
人
口
動
向
を
踏
ま
え
た
今
後
の
公

共
施
設
配
置
の
考
え
方
等
を
示
す
こ
と

と
し
て
い
る
。
併
せ
て
市
の
広
報
等
も

積
極
的
に
活
用
し
て
市
民
へ
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

答２

問１

常
陸
太
田
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
案
）に
つ
い
て
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一 般 質 問

市
有
林
の
現
況
と
森
林
湖
沼

環
境
税
を
活
用
し
た
取
組
状

況
、
ま
た
、
今
後
の
総
合
的
な
維
持
管

理
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

公
文
書
は
市
民
の
共
有
財
産

で
あ
り
、
過
去
を
知
る
重
要

な
手
掛
り
と
な
る
。
公
文
書
を
永
く
後

世
に
伝
え
、
市
民
の
閲
覧
・
調
査
・
研

究
に
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
、
適
切
な

保
存
と
公
開
が
求
め
ら
れ
る
。
現
在
の

公
文
書
の
管
理
状
況
と
廃
校
を
活
用
し

た
公
文
書
館
の
設
置
に
つ
い
て
伺
い 

た
い
。

ハ
イ
キ
ン
グ
を
目
的
と
し
た

入
込
客
は
年
々
増
加
し
て
い

る
が
、
主
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、
ま
た
林

道
を
利
用
し
た
新
た
な
コ
ー
ス
設
定

に
つ
い
て
の
問
題
点
に
つ
い
て
伺
い 

た
い
。

外
出
時
で
も
授
乳
や
お
む
つ

の
交
換
が
で
き
る
場
を
提
供

す
る
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の
導
入
が
各

地
で
進
み
、
地
域
に
よ
り
取
組
み
姿
勢

の
違
い
が
出
て
い
る
。
移
動
式
を
含
め

た
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の
展
開
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

深谷　秀峰
議員

深谷　　渉
議員

  【深谷 秀峰 議員　質問事項】
●施政方針について
●市有財産の管理と活用について
●観光資源の開発について

  【深谷 渉 議員　質問事項】
●公共施設について　●公文書館について
●子育て支援について
●学校用品リサイクル市について

問１問１

問２問２

て
と
な
る
「
森
林
整
備
推
進
協
定
」
を

市
・
国
・
県
・
森
林
組
合
の
４
者
で
締

結
し
、
森
林
共
同
施
業
団
地
認
定
を
受

け
、
町
屋
町
内
の
市
有
林
・
国
有
林
・

民
有
林
合
わ
せ
て
８
２
４
ha
の
整
備
を

現
在
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
市
有
林
の
管
理
運
営
方
法
に

つ
い
て
は
、
状
況
の
把
握
に
努
め
る
と

と
も
に
、
森
林
組
合
等
に
委
託
す
る
方

法
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

て
い
る
。
ま
た
、
保
存
期
間
が
満
了
し

た
行
政
文
書
の
整
理
や
個
人
所
蔵
資

料
、
地
区
・
寺
社
等
が
所
蔵
す
る
古
文

書
な
ど
の
取
り
扱
に
つ
い
て
明
確
な
基

準
や
方
向
性
が
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
廃
校
の
利
活
用
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
設
置
に
向
け
て
関
係
部
署
と

研
究
・
検
討
を
し
て
い
く
。

教
育
長　

将
来
的
に
当
市
の
歴
史
を
知

る
う
え
で
重
要
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
文
書
は
、
収
集
・
保
管
に
努
め
て

い
る
が
、
郷
土
資
料
館
収
蔵
庫
は
間
も

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
の
一
環
と
し

て
、
真
弓
町
、
春
友
町
、
久
米
町
、
棚

谷
町
、
上
高
倉
町
持
方
地
区
で
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
が
提
案
さ
れ
、
散
策
マ
ッ

プ
や
案
内
板
を
地
域
の
方
々
が
整
備
し

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

ハ
イ
カ
ー
の
事
故
や
ご
み
問
題
等
の
発

生
に
よ
り
、
国
か
ら
は
国
有
林
を
使
用

す
る
場
合
は
、
借
用
申
請
の
手
続
き
を

指
導
さ
れ
て
お
り
、
用
地
測
量
や
維
持

管
理
の
面
で
多
く
の
費
用
が
掛
か
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

に
や
さ
し
い
施
設
づ
く
り
が
一
定
程
度

推
進
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
今
後

は
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の
名
称
の
使
用

や
登
録
・
表
示
の
統
一
な
ど
、
分
か
り

や
す
い
表
記
・
周
知
方
法
を
子
育
て
世

代
の
意
見
を
伺
い
検
討
し
、
普
及
・
推

進
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
が
気
軽
に
イ
ベ

ン
ト
等
に
外
出
で
き
る
よ
う
、
イ
ベ

ン
ト
主
催
者
や
団
体
等
の
意
見
を
伺

い
、
貸
し
出
し
テ
ン
ト
の
導
入
を
検
討�

す
る
。

総
務
部
長
　
市
有
林
は
平
成

28
年
度
末
で
、
３
５
７
ha
、

立
木
の
推
定
蓄
積
量
は
７
万
５
５
９
㎥

で
、
今
年
度
の
立
木
売
払
い
収
入
は

１
２
１
万
５
０
０
０
円
の
歳
入
を
見
込

ん
で
い
る
。
ま
た
、
森
林
湖
沼
環
境
税

を
活
用
し
た
事
業
と
し
て
、
県
内
初
め

保
健
福
祉
部
長
　
公
共
施
設
、

民
間
施
設
と
も
に
、
子
育
て

問１

市
有
林
の
よ
り
良
い
管
理
運
営
方
法
は

問２

林
道
を
活
用
し
た
新
た
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

問１

廃
校
を
活
用
し
た
公
文
書
館
の
設
置
を
求
め
る

問２

移
動
式
を
含
め
た
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の
展
開
は

答１

総
務
部
長
　
文
書
取
扱
規
定

に
基
づ
き
、
整
理
・
保
管
・

廃
棄
等
を
統
一
し
て
簿
冊
管
理
で
行
っ

答１

商
工
観
光
部
長
　
代
表
的
な

も
の
と
し
て
、
高
鈴
山
、
国

見
山
、
竜
神
峡
・
男
体
山
、
鍋
足
山
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
あ
る
。
ま
た
、
エ

答２答２
な
く
不
足
が
予
想
さ
れ
、
収
蔵
場
所
の

確
保
が
課
題
で
あ
る
。
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一般質問・議会トピックス

東
海
第
二
原
発
は
来
年
11
月

で
40
年
に
な
る
老
朽
原
発
で

あ
る
。
周
辺
６
自
治
体
の
首
長
で
つ
く

る
原
子
力
所
在
地
域
首
長
懇
談
会
は

２
０
１
４
年
に
「
今
後
に
係
る
判
断
を

求
め
る
時
の
前
ま
で
に
協
定
を
見
直

す
」
と
す
る
覚
書
を
日
本
原
電
（
株
）

と
交
わ
し
て
い
る
。
原
電
は
東
海
第
二

原
発
の
運
転
期
間
の
延
長
申
請
を
す
る

今
年
11
月
ま
で
に
、
協
定
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
。
私
の
質
問
で
市
長
は
こ
の

間
「
安
全
協
定
の
見
直
し
が
完
了
し
た

時
点
で
再
稼
働
や
20
年
延
長
に
つ
い
て

判
断
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
て
き
た
。

宇野　隆子
議員

  【宇野 隆子 議員　質問事項】
●原発問題について　●保育所待機児童解消対策について
●市営住宅について　●子どもの体力づくりについて
●介護保険について　●就学援助制度について

問１

入
学
援
助
制
度
の
入
学
準
備

金
（
新
入
学
学
用
品
費
）
は

現
在
７
月
支
給
で
必
要
な
時
期
に
間
に

合
わ
な
い
。
文
科
省
は
「
児
童
生
徒
が

援
助
を
必
要
と
す
る
時
期
に
速
や
か
に

支
給
で
き
る
よ
う
十
分
配
慮
す
る
よ

う
」
市
町
村
に
通
知
し
て
い
る
。
経
済

的
困
難
が
増
す
中
、
入
学
準
備
金
を
２

問２

問１

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
は
ス
ト
ッ
プ
を

問２

就
学
援
助
制
度
の
入
学
準
備
金
は
入
学
前
支
給
を

市
長
　
首
長
懇
談
会
で
要
求

し
て
い
た
隣
接
自
治
体
に
所

在
地
と
同
等
の
権
限
を
付
与
す
る
こ
と

に
対
す
る
回
答
は
納
得
で
き
な
い
た

め
、
一
層
の
要
請
行
動
と
し
て
原
子
力

安
全
協
定
の
見
直
し
に
関
す
る
要
求
書

を
提
出
し
て
き
た
。
安
全
協
定
の
見
直

し
を
行
わ
な
い
ま
ま
延
長
申
請
を
す
る

答１

教
育
長
　
就
学
援
助
制
度
は

保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減

を
目
的
と
し
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
届
け
る
こ
と
が
好
ま
し
い
の

で
事
務
手
続
き
を
早
め
、
支
給
時
期
を

７
月
か
ら
５
月
に
早
め
る
こ
と
を
検
討

す
る
。
３
月
支
給
に
つ
い
て
は
守
谷
市

な
ど
の
事
例
を
調
査
研
究
し
て
行
き�

た
い
。

答２

新
聞
報
道
に
よ
る
と
原
電
は
、
安
全
協

定
の
見
直
し
を
行
わ
な
い
ま
ま
20
年
延

長
手
続
き
の
申
請
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
再
稼
働
に
つ
い
て
の
市
長
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

～
３
月
に
前
倒
し
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
。
県
内
で
は
守
谷
市
が
新
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
。
入
学
準
備
金
の

入
学
前
支
給
を
求
め
た
い
。

と
い
う
情
報
は
受
け
て
い
な
い
。
再
稼

働
は
安
全
協
定
の
見
直
し
と
広
域
避
難

計
画
の
実
効
性
の
確
認
を
し
た
上
で

な
い
と
判
断
は
で
き
な
い
と
考
え
て�

い
る
。

常陸太田市議会では、議会改革に関する調
査研究並びに議長又は議会運営委員会から諮
問された事項に関する調査審議を行うため、
10 人の委員で構成する「議会改革推進会議」
を２月 14 日に設置しました。
今後更なる市民に分かりやすい開かれた議

会運営を目指し、検討を行います。

委員長　深谷　秀峰　　委　員　高星　勝幸
副委員長　深谷　　渉　　委　員　菊池　伸也
委　員　髙木　　将　　委　員　平山　晶邦
委　員　後藤　　守　　委　員　木村　郁郎
委　員　茅根　　猛　　委　員　藤田　謙二

常陸太田市議会では、３月８日の本会議を
路線バスを利用して登庁しました。これは、
昨年の 10 月に県内で初めて公共交通再編を
受けて、実際に路線バスを利用し、利便性や
課題を体感したうえで市民の利用促進につな
げようと企画されたものです。
今後も市民の皆さんに路線バスの利用促進

やサービス向上につなげられるよう努めてま
いります。

登庁の様子は新聞にも掲載

路線バスで登庁

議会改革推進会議を設置

定例会に路線バスで登庁

議会トピックス



12

常任委員会審査・活動報告

本
年
度
予
算
額
と
し
て
10
名
分
、
一
人
当

た
り
年
間
で
１
９
２
万
円
に
な
っ
て
い
る

が
、
隊
員
の
活
動
が
実
際
に
は
６
名
で
活

動
し
た
た
め
４
名
分
の
差
額
が
生
じ
た
。
ま

た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
の
必
要
な

活
動
費
と
し
て
一
人
当
た
り
80
万
円
で
あ

る
が
４
人
分
の
３
２
０
万
円
を
減
額
し
た
。

交
通
対
策
費
の
７
６
７
万
６
千
円
を

増
額
し
た
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

当
初
予
算
で
は
、
平
成
27
年
度
10
月

か
ら
平
成
28
年
度
９
月
ま
で
の
運
行
期
間

に
係
る
路
線
バ
ス
運
行
経
費
に
対
す
る
補

助
金
を
計
上
し
た
。
増
額
し
た
理
由
と
し
て

は
、
市
内
公
共
交
通
の
再
編
に
よ
り
昨
年

の
10
月
か
ら
運
行
を
予
定
し
て
い
た
新
規
路

線
（
市
街
地
循
環
線
）
を
道
の
駅
ひ
た
ち
お

お
た
の
オ
ー
プ
ン
に
併
せ
て
７
月
25
日
か
ら

先
行
運
行
す
る
た
め
の
経
費
及
び
既
存
路

線
（
10
路
線
）
の
経
費
上
昇
に
よ
り
、
補

助
金
の
不
足
分
を
補
正
し
た
た
め
で
あ
る
。

総
務
委
員
会

　

総
務
委
員
会
で
は
、
条
例
の
制
定
１

件
、
一
部
改
正
６
件
、
補
正
予
算
１
件
、

合
計
８
件
の
審
査
を
行
い
、
付
託
さ
れ

た
８
議
案
を
全
会
一
致
で
原
案
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

議
案
第
15
号　

平
成
28
年
度
常
陸
太
田

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に

つ
い
て

問答

少子化・人口減少対策の重要課題として地域公共交通
について調査・研究を行った。昨年の 10 月に公共交通
再編後の特徴については以下のとおりである。
①市民バス、みどり号を路線バスに統合することで、運
行日を大幅に増加

②スクールバスを路線バスに統合
③昼間の時間帯の経路を、通院・買い物対応中心に変更
④路線バス市街地循環線、路線バス観光広域路線（土日
祝日運行）を新設

⑤金砂郷地区の乗合タクシー運行を拡充
⑥受益者負担（同一サービス・同一賃金を基本に設定）
委員会では、公共交通再編に係る地域公共交通網形成

計画の段階から協議を行い、また、３月８日には、市議
会で、公共交通の活性化につなげようと議員の路線バス
を利用した議会への登庁を行った（11 ページ参照）。今
後も、引き続き地域交通の利用状況などのデータ分析な
どを行い、今年には、第２次公共交通再編を予定してい
るため、引き続き調査・研究を行っていく。

テーマ１　少子化・人口減少対策に関する取り組
みの現況と今後の対応についての調査・研究

●平成28年度　総務委員会活動報告（概要）●
総務委員会は９回の協議会を開催、所管事務調査のほか活動テーマとした２点の調査・研究を行った。

県
内
に
先
駆
け
納
税
課
を
収
納
課
に

変
更
し
債
権
管
理
一
元
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
だ
が
段
階
的
に
行
っ
て
い
く
理
由
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

理
由
と
し
て
は
、
１
点
目
は
シ
ス
テ

ム
の
問
題
で
、
シ
ス
テ
ム
に
は
収
納
管
理

と
滞
納
管
理
の
２
つ
の
管
理
シ
ス
テ
ム
が

あ
り
、
同
時
に
改
修
す
る
こ
と
は
大
変
難

し
い
こ
と
。
２
点
目
は
、
債
権
に
は
種
類

が
多
く
税
と
同
じ
よ
う
に
滞
納
処
分
が
で

き
る
債
権
と
滞
納
処
分
が
で
き
な
い
債
権

（
水
道
料
金
な
ど
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

段
階
的
に
債
権
管
理
一
元
化
を
図
っ
て
い

く
こ
と
に
し
た
。

地
域
振
興
費
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

事
業
を
減
額
し
た
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
報
償
費
は
、

問問 答答 議
案
第
４
号　

常
陸
太
田
市
行
政
組
織

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▼
主
な
質
疑
応
答

テーマ２　地域防災についての調査・研究

〇水害における広域避難について
当市は、久慈川、里川、山田川の河川のほか中小河川

が多く、上流の降水量の影響を受けやすく、河川に囲ま
れている区域での広域避難ができるかどうか調査研究を
行った。市では、大規模広域災害時に円滑な広域避難が
可能となるよう、県内の市町村との災害時の応援協定を
締結しているが、大規模な災害が発生した場合、行政の
対応のみでは被災者の救助は限界がある。委員会では以
下の意見を集約した。
①地域の実情を最も適切に把握している地域の自主防災
会が大きな役割を果たす。

②災害があった場合に、自主防災会である町会長へいち
早く適切な情報が必要。

〇防災無線の屋外スピーカーについて
気象状況や地形等の影響により聞き取りにくい場合

があるため、市内の防災無線の屋外スピーカーの設置状
況について調査研究をした。

【所管事務調査】山口県宇部市（シティセールス事業に
ついて）山口県下関市（空き家対策事業について）

市街地循環バスを運行

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

高
星　

勝
幸

副
委
員
長 

福
地　

正
文

委　
　

員 

後
藤　
　

守

委　
員　
茅
根　
　

猛

　

〃　

深
谷　

秀
峰

　

〃　

諏
訪　

一
則
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常任委員会審査・活動報告

文
教
民
生
委
員
会

　

文
教
民
生
委
員
会
で
は
、
条
例
の
一

部
改
正
１
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
１

件
、
補
正
予
算
２
件
、
請
願
１
件
、
合

計
５
件
の
審
査
を
行
い
、
付
託
さ
れ
た

４
議
案
を
全
会
一
致
で
原
案
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
。
請
願
１
件
を
不
採
択

と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

▼
主
な
質
疑
応
答

特
例
措
置
の
制
度
創
設
時
と
比

べ
、
高
齢
者
の
生
活
実
態
が
良
く
な
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
現
行
ど
お
り

特
例
措
置
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
採
択
す

べ
き
で
あ
る
。

高
齢
者
の
割
合
が
増
加
す
る
中
、

今
後
の
医
療
保
険
制
度
を
考
慮
す
る
と
不

採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

急
速
な
高
齢
者
医
療
費
の
増
加
の

中
、高
齢
者
に
も
制
度
の
担
い
手
と
し
て
、

広
く
薄
く
保
険
料
負
担
を
求
め
る
と
い
う

制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
れ
ば
軽
減
特
例
を

継
続
す
る
こ
と
は
適
当
と
は
言
え
な
い
。

　

現
在
、
後
期
高
齢
者
の
給
付
費
の
約
９

割
が
公
費
及
び
現
役
世
代
か
ら
負
担
さ

れ
、
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
水
準
は
現
役

世
代
よ
り
低
額
で
、
特
例
に
よ
り
さ
ら
に

保
険
料
が
軽
減
さ
れ
て
お
り
、
負
担
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
も
見
直
し
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
現
役
世
代
の
一
人

当
た
り
の
支
援
金
が
制
度
創
設
時
か
ら
今

年
度
ま
で
で
約
1.6
倍
に
な
っ
て
お
り
、
持

続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
不
採
択

と
す
べ
き
で
あ
る
。

平
成
28
年
請
願
第
５
号　
「
後
期
高
齢

者
の
保
険
料
軽
減
特
例
の
継
続
を
求
め

る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願

●平成28年度　文教民生委員会活動報告（概要）●
文教民生委員会は 13 回の協議会を開催、所管事務調査のほか活動テーマとした３点の調査・研究を行った。

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

深
谷　
　

渉

副
委
員
長 

藤
田　

謙
二

委　
　

員 

宇
野　

隆
子

委　
員　
髙
木　
　

将

　

〃　

川
又　

照
雄

　

〃　

益
子　

慎
哉

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増
額

理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
は
、
一
人

で
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
と
通

所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
利
用
者
数
が
増
加
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
給
付
が
年
間
で
１
４
６
１
件
増
加
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
当
初
予
算
で
は
年
間

２
万
７
４
５
９
件
、
月
平
均
２
２
８
８
件

を
見
込
ん
で
い
た
が
、
実
績
見
込
み
で
年

間
２
万
８
９
２
０
件
、
月
平
均
２
４
１
０

件
が
見
込
ま
れ
、
４
３
０
０
万
円
の
増
額

補
正
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

問答 議
案
第
17
号　

平
成
28
年
度
常
陸
太
田

市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
に
つ
い
て

テーマ１　地域コミュニティに関する調査・研究

兵庫県丹波市において、空き家対策の取り組みについ
て調査を実施した。丹波市の特徴的な取り組みは以下の
とおりである。
①移住定住施策と空き家対策の担当部署の一本化
②定住促進、空き家の活用について取り組む、官民協働
による「ふるさと丹波市定住促進会議」の設置

③ワンストップ相談業務への専属の地域おこし協力隊の
配置

【所管事務調査】兵庫県丹波市（定住促進対策・空き家
対策の取り組みについて）

テーマ２　高齢者福祉に関する調査・ 研究

「市国民健康保険データヘルス計画」の調査及び特定
健診発祥の地と言われている兵庫県尼崎市において、生
活習慣病対策を市の最重要課題と位置づけ、多角的に取
り組んでいる状況を調査した。
調査・研究を通し、特定健診の受診率向上や医療費適

正化に向けて今後必要な取り組みとして、委員会で以下
４点の意見を集約した。
①尼崎市ではコンビニエンスストアと連携した出前健診
が実施されている。身近な場所で、健診を受けられる

テーマ３　学校教育・社会教育に関する調査・研究

市学校施設検討協議会の意見書と、意見書を踏まえ平
成 28 年７月に策定された「市学校施設整備計画」につ
いて調査を行った。また、「コミュニティ・スクール（学
校運営協議会制度）」を導入し、地域との連携・協働によ
る学校運営に取り組む兵庫県宍粟市の視察等を行った。
【所管事務調査】兵庫県宍粟市（コミュニティ・スクー
ル（学校運営協議会制度）について）

機会をできるだけ多く設けることが必要。
②受診率が低い 40 代の受診率向上のために 40 代のみ
にターゲットを当てるのではなく、発想を転換し、視
点を少し変えたかたちで啓発を進め、意識を変える
きっかけづくりとすることも一つの方策。

③当市で作成した高血圧症予防・改善のためのDVDを
団体の会議等の際に流すことで、広く市民に効果的に
高血圧症に対する関心と理解を促すことができる。

④ジェネリック医薬品については、今後市民に対して、
引き続き利用啓発を行うとともに、市外の病院にかか
る際にも、市内の院外薬局を利用するよう、啓発して
いくことが必要。

【所管事務調査】兵庫県尼崎市（ヘルスアップ尼崎戦略
事業について）

意
見

意
見

意
見
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常任委員会審査・活動報告

の
利
用
状
況
・
実
績
等
を
伺
い
た
い
。

里
美
カ
ン
ト
リ
ー
牧
場
は
、宿
泊
施
設

等
の
プ
ラ
ト
ー
さ
と
み
と
小
里
牧
場
が
含

ま
れ
、プ
ラ
ト
ー
さ
と
み
の
平
成
27
年
度
の

利
用
者
数
の
実
績
は
、５
６
６
４
人
で
、収

支
は
１
４
３
９
万
８
４
３
４
円
の
赤
字
で
あ

る
。ま
た
、小
里
牧
場
は
、牛
の
頭
数
２
０
８

頭
で
、収
支
は
１
０
１
７
万
６
千
円
の
赤
字
。

ま
た
、平
成
27
年
度
の
里
美
温
泉
保
養
セ

ン
タ
ー
は
利
用
者
数
４
万
７
０
７
５
人
で
、

収
支
は
２
５
６
万
４
９
３
５
円
の
赤
字
。里

美
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル（
里
美
ふ
れ
あ

い
館
）は
利
用
者
数
２
９
３
１
人
、収
支
は

２
８
１
万
６
５
２
１
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
区
域
で
、未
整
備
基
数
は
何

基
あ
る
の
か
。ま
た
、合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
は
排
水
路
が
必
要
だ
が
、排
水
路

ま
で
の
距
離
が
遠
い
場
合
に
は
、工
事
費
の

負
担
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
伺
い
た
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
未
整
備
基
数
は

２
３
６
７
基
で
あ
り
、
管
の
埋
設
工
事
費
の

負
担
は
30
ｍ
ま
で
は
市
の
負
担
で
、
そ
れ

以
上
の
部
分
は
個
人
負
担
に
な
る
。

市
営
住
宅
の
空
室
状
況
と
条
例
改
正

に
よ
る
市
営
住
宅
入
居
要
件
の
緩
和
に
よ

る
市
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。市

営
住
宅
の
使
用
状
況
は
、
管
理
戸

数
が
６
０
０
戸
、
そ
の
う
ち
入
居
戸
数
が

５
１
４
戸
と
な
っ
て
い
る
。
条
例
改
正
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
・
周
知
は
、
市
広
報
紙
や
お
知

ら
せ
版
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
定
期
的
に

掲
載
し
て
い
く
。

産
業
建
設
委
員
会

　

産
業
建
設
委
員
会
で
は
、
条
例
の 

一
部
改
正
２
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定

１
件
、
市
道
の
認
定
１
件
、
補
正
予
算

４
件
、
合
計
８
件
の
審
査
を
行
い
、
付

託
さ
れ
た
８
議
案
を
全
会
一
致
で
原
案

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

○水府地区振興施設の現状と課題
各地区において、地域産業の活性化をめざし、その地

域性を活かした「観光等の中核的施設」が設置されてい
る。平成 28 年度は、水府地区の代表的な産業振興施設
の現状と課題について調査・研究を行った。
①水府竜神観光施設（水府物産センター・竜神大吊橋・
バンジージャンプ）②水府ふるさとセンター（竜っちゃ
ん乃湯）③水府竜神ふるさと村（キャンプ場）④水府観
光物産館（そばハウス龍亭）⑤水府竜の里公園（オート
キャンプ場）
この水府地区を代表する施設は、市の指定管理施設に

なっており、受託団体は株式会社水府振興公社である。
個々の施設において今年の１月に現地視察を行い、各施
設の現状と課題について、株式会社水府振興公社、市、
本委員会で協議を行い、課題の抽出と改善対策及び今後
の見通しについて、さまざまな角度から意見を出し合った。
【所管事務調査】北海道美唄市（農業振興基金について）・
千歳市（道の駅サーモンパーク千歳の取り組みについて）

○常陸太田市東部土地区画整理について
市役所本庁北側の国道 349 号バイパス沿線地区（東

部地区）は、商業業務系の市街地を図る地区と位置付け、
買い物環境の向上や雇用創出と合わせ若者世代の定住を
図ることにより、本市の最大の課題である「少子化・人
口減少問題」を克服し、将来にわたり持続可能なまちづ
くりを進めていく上で、欠かせない施策である。
①計画する事業：常陸太田市東部土地区画整理事業
②事 業 目 的：市都市計画マスタープラン等の位置づ

けを踏まえ組合施行による土地区画整
理事業により、商業・業務用地の整備
を行う。

③施行予定年度：平成 30 年度
④今後の展開：事業設立準備会や地権者の理解のもと

に事業協力者の募集・選定を実施する
と同時に、農地法及び都市計画法の変
更手続きを進めていく。

【所管事務調査】北海道滝川市（国際交流の推進について）

テーマ１　地域の特性を活かした地場産業の振興
についての調査・研究

テーマ２　地域産業の振興を目指したまちづくり
についての調査・研究

●平成28年度　産業建設委員会活動報告（概要）●
産業建設委員会は６回の協議会を開催、所管事務調査のほか活動テーマとした２点の調査・研究を行った。

里
美
カ
ン
ト
リ
ー
牧
場
、
里
美
温
泉

保
養
セ
ン
タ
ー
、
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

問問

問

答

答答

議
案
第
８
号　

常
陸
太
田
市
営
住
宅
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

議
案
第
13
号　

常
陸
太
田
市
公
の
施
設

に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
20
号　

平
成
28
年
度
常
陸
太
田

市
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

▼
主
な
質
疑
応
答

市営住宅の管理戸数は600戸

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

木
村　

郁
郎

副
委
員
長 

菊
池　

伸
也

委　
　

員 

黒
沢　

義
久

委　
員　
成
井
小
太
郎

　

〃　

平
山　

晶
邦
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議会日誌・議会運営委員会・意見書・
請願・陳情・議員提案

議
会
日
誌

議
会
運
営
委
員
会

広
報
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会
・
広
報
委
員
会
・

総
務
委
員
会
協
議
会
・
産
業
建
設
委
員
会
協
議
会

水
戸
の
梅
大
使
表
敬
訪
問

文
教
民
生
委
員
会
協
議
会

総
務
委
員
会
協
議
会
・
議
会
改
革
推
進
会
議

議
会
運
営
委
員
会

第
１
回
市
議
会
臨
時
会
・
平
成
29
年
度
予
算
内
示
説
明
会
・

全
員
協
議
会
・
総
務
委
員
会
協
議
会
・
文
教
民
生
委
員

会
協
議
会

本
会
議
（
開
会
・
議
案
説
明
）・
議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
議
案
質
疑
）・
文
教
民
生
委
員
会
協
議
会

総
務
委
員
会
・
総
務
委
員
会
協
議
会

文
教
民
生
委
員
会
・
文
教
民
生
委
員
会
協
議
会

産
業
建
設
委
員
会
・
産
業
建
設
委
員
会
協
議
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会  

本
会
議
（
採
択
・
閉
会
）

議
会
改
革
推
進
会
議

１
月
10
日 

12
日

20
日

23
日

26
日

２
月
14
日

20
日

21
日

３
月
２
日

６
日

７
日

８
日

９
日

10
日

13
日

14
日

15
日

17
日

22
日

１月 20 日、第２回定例会の会期について協議、
本会議に諮ることとし、「ひたちおおたお知らせ版」
及び市内施設・各支所窓口へ掲示することとした。
２月 20 日には第１日の日程、議案等付託委員会、
一般質問・議案質疑の通告期限及び一般質問の方
法・時間制限について。３月２日は一般質問通告
者について。15 日には追加議案、最終日の日程、
議員提案等について協議を行った。
委員長　藤田　謙二　　委　員　茅根　　猛
副委員長　菊池　伸也　　委　員　高星　勝幸
委　員　髙木　　将　　委　員　深谷　　渉
委　員　福地　正文　　委　員　木村　郁郎

議会運営委員会
1/10、1/20、2/20、3/2、3/15
第２回定例会の会期・日程等について

第２回定例会で議員提案された下記の意見書を可決し、関係大臣等へ提出しました。

地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書
地方創生が、我が国の将来にとって重要な政治課題となり、その実現に向け大きな責任を有

する地方議会の果たすべき役割は、ますます重要となっている。
このような状況の中、地方議会議員は、これまで以上に地方行政の広範かつ専門的な諸課題に

ついて住民の意向をくみとり、的確に執行機関の監視や政策提言等を行うことが求められている。
また、地方議会議員は、議会活動のほか地域における住民ニーズの把握等様々な議員活動を

行っており、近年においては、都市部を中心に専業化が進んでいる状況にある。
一方で、統一地方選挙の結果をみると、投票率が低下傾向にあるとともに無投票当選者の割

合が高くなるなど、住民の関心の低さや地方議会議員のなり手不足が深刻な問題となっている。
よって、国民の幅広い層からの政治参加や地方議会における人材確保の観点から、地方議会

議員の厚生年金加入のための法整備を早急に実現するよう強く要望する。
以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出いたします。

平成 29 年３月 17 日
常　陸　太　田　市　議　会

（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、
　　　　　厚生労働大臣

人
事
紹
介

３
月
に
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
一
般
選
挙

が
行
わ
れ
、
川
又
照
雄
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

請願・陳情
件　　　　名 提　　　出　　　者 結　果

平成 28 年請願第５号 
「後期高齢者の保険料軽減特例の継続
を求める意見書」の提出を求める請願

水戸市白梅４－１－３０　信和総業ビル２Ａ　
　茨城県社会保障推進協議会 
　代表委員　瀧澤　利行　　【紹介議員】宇野　隆子

不 採 択

「常陸太田市立小中学校通学費補助金交
付要綱」の改正等に関する陳情

常陸太田市瑞龍町８３１－３
　常陸太田市立誉田小学校ＰＴＡ
　会長　深津　直哉　外 13 名

報 告

議員提案
件　　　　名 提　　　出　　　者 結　果

議員提案第１号
地方議会議員の厚生年金への加入を求
める意見書

提出者　藤田　謙二
賛成者　菊池　伸也、髙木　将、福地　正文、茅根　猛、
　　　　高星　勝幸、深谷　渉、木村　郁郎

原案可決
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こ
の
議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

常陸太田市議会だより　№ 148

今年度は「少子化問題」について意見交換会を行います。

○内容は、議会の運営・活動の報告、質疑応答、意見交換です。
○日時、場所等はご都合のよい会場へお越しください。
○申し込みは不要です。どうぞ、お誘いあわせのうえご参加ください。

平成28年度　議会報告・意見交換会の様子

地　　区 会　　　　場 開　催　日　時

水 府 地 区 水府総合センター　研修室 ７月　6 日（木）

午後７時から
金 砂 郷 地 区 交流センターふじ　会議室 ７月　7 日（金）

常陸太田地区 生涯学習センター　講座室１、２ ７月 11 日（火）

里 美 地 区 里美文化センター　大集会室 ７月 12 日（水）

平成29年度

議会報告･意見交換会を開催します

議会だよりに関するご意見・ご感想をお寄せください。
今後の本紙編集の参考とさせていただきます。
議会事務局　電話 0294（72）3111　Ｅ-mail gikaijimu2@city.hitachiota.lg.jp

議会事務局
メールアドレス

編 

集 

後 

記

議
会
だ
よ
り
第
１
４
８
号
で
は
２
月
に
行
わ

れ
た
第
１
回
臨
時
会
並
び
に
３
月
に
行
わ
れ
た

第
２
回
定
例
会
の
主
な
内
容
を
掲
載
い
た
し
ま

し
た
。

議
会
だ
よ
り
を
と
お
し
て
議
会
の
内
容
を
分

か
り
や
す
く
お
伝
え
し
、
議
会
に
対
す
る
理
解

と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
編
集
委
員

一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層

の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

発
行
責
任
者　
　
　
　
　
　

議　
　

長　

益
子　

慎
哉

広
報
委
員
会　
　
　
　
　
　

委
員
長　

成
井
小
太
郎

　

副
委
員
長　

福
地　

正
文

　

委　
　

員　

高
星　

勝
幸

　
　
　

〃　
　

菊
池　

伸
也

　
　
　

〃　
　

深
谷　
　

渉

　
　
　

〃　
　

木
村　

郁
郎

　
　
　

〃　
　

藤
田　

謙
二

常
陸
太
田
市
選
挙
管
理
委
員

�

及
び
補
充
員
の
選
挙
結
果

平
成
29
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了

と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
本
会
議
（
３
月
17
日
）

に
お
い
て
選
挙
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
当
選

人
が
決
定
し
ま
し
た
。

●
市
選
挙
管
理
委
員

大
谷　

利
行　

氏

渡
邊　
　

宣　

氏

佐
川
憲
一
郎　

氏

我
妻　

悦
子　

氏

●
補
充
員

白
石　

公
一　

氏 

岩
間　
　

昭　

氏 

川
上　

明
文　

氏

豊
田　

洋
子　

氏


